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Welcome to FacultyWelcome to Faculty

of Scienceof Science

ようこそようこそ 理理学部へ学部へ



理学部とは理学部とは ？？
理学部とは、理学部とは、基礎科学の分野の研究と教育基礎科学の分野の研究と教育を行うところを行うところ

です。です。
基礎科学の研究は、一見すぐに世の中で役立つようには基礎科学の研究は、一見すぐに世の中で役立つようには

見えないものもあります。しかし、そのような研究も、全見えないものもあります。しかし、そのような研究も、全
く予想外の豊かな果実を生み出し、私たちの世界や社会をく予想外の豊かな果実を生み出し、私たちの世界や社会を
具体的に支えている具体的に支えているとという例は、枚挙に暇がありません。いう例は、枚挙に暇がありません。

お茶の水女子大学の理学部は、所属するスタッフが、そお茶の水女子大学の理学部は、所属するスタッフが、そ
れぞれの基礎分野を重視した活発な研究活動を行っていまれぞれの基礎分野を重視した活発な研究活動を行っていま
す。その日々の研究の積み重ねを背景として、学生に科学す。その日々の研究の積み重ねを背景として、学生に科学
の面白さを伝える教育を行います。の面白さを伝える教育を行います。「研究を背景とする充「研究を背景とする充
実した教育」実した教育」が、本理学部の掲げる標語です。が、本理学部の掲げる標語です。



数学数学 物理学物理学

化学化学

生物学生物学

情報情報科学科学

しっかりとしたしっかりとした
科学の基礎力の科学の基礎力の

充実充実

多彩な分野への多彩な分野への
展開へ！展開へ！

研究機関研究機関
教育機関教育機関
官公庁官公庁
企業企業
…………

研究・開発研究・開発
教育教育
金融金融
マスコミマスコミ

マネージメントマネージメント
…………

基礎科学、工学、基礎科学、工学、
農学、医学、薬学農学、医学、薬学

環境科学、生命科学環境科学、生命科学
．．．．．．．．
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お茶の水女子大学お茶の水女子大学理学部理学部

数学科数学科 （定員２０名）（定員２０名）

物理学科物理学科 （定員２０名）（定員２０名）

化学科化学科 （定員２０名）（定員２０名）

生物学科生物学科 （定員２５名）（定員２５名）

情報科学科情報科学科 （定員４０名）（定員４０名）



お茶の水女子大学お茶の水女子大学理学部各学科の専任教員の編成理学部各学科の専任教員の編成

数 学 科 (13)

解析、代数、幾何という構成で、数学の分野としてバランスがとれており、現代数学の
基礎教育を実施するために必要な構成となっている。

物 理 学 科 (16)

素粒子・宇宙物理学から物性物理学まで、物理学の各専門分野の教員が確保されるとと
もに，実験系理論系の教員比もほぼ１：１となっており，学士課程において、これらの
専門分野の土台となる物理学の基礎教育を実施できる構成となっている。

化 学 科 (14)

物質の関わる広い分野をカバーしつつ，近年拡大している生命化学分野にはも配慮しな
がら，各専門分野（物理化学、有機化学、無機化学、分析化学、生化学）を考慮した布
陣となっている。

生 物 学 科(16)

分子生物学、生化学、遺伝、発生などの専門分野を中心に、動物・植物の両面から教育
できる体制となっており、急速に発展しつつある現代生物学の動向に対応した基礎教育
が可能な構成となっている。

情 報 科 学 科 (14)

情報科学の数学的基礎から、コンピュータグラフィックス、ネットワーク、人工知能、
流体シミュレーション、生命情報学など情報科学の最先端に至るまで幅広い教育が可能
な構成となっている。



お茶の水女子大学お茶の水女子大学理学部理学部の特徴の特徴
・数学科，物理学科，化学科，生物学科，情報科学科の５学科・数学科，物理学科，化学科，生物学科，情報科学科の５学科

の質の高い教育と研究の質の高い教育と研究

・女性教員が約１／３（社会で活躍する女性のロールモデル）・女性教員が約１／３（社会で活躍する女性のロールモデル）

・少人数クラス（二十数名が中心）によるきめ細やかな教育・少人数クラス（二十数名が中心）によるきめ細やかな教育

（学生と教員相互に顔の見える教育（学生と教員相互に顔の見える教育「「one by one one by one の教育」の教育」））

・女性のキャリアパスの特徴を考慮した多数のプロジェクトや・女性のキャリアパスの特徴を考慮した多数のプロジェクトや
サポートシステムサポートシステム

女性の特性、ライフスタイルを考慮した女性の特性、ライフスタイルを考慮した
理系教育、研究者・技術者の育成と理系教育、研究者・技術者の育成と

研究分野の開拓研究分野の開拓















学部から大学院へ学部から大学院へ
学部学部 大学院大学院

理学部理学部 博士前期課程博士前期課程 博士後期課程博士後期課程

数学科

物理学科

化学科

生物学科

情報科学科

（理学専攻）
数学コース

物理科学コース
化学・生物化学コース

情報科学コース

（ライフサイエンス専攻）
生命科学コース

・・・・・
・・・・・

６割以上が進学

（理学専攻）
数学領域

物理科学領域
化学・生物化学領域

情報科学領域

（ライフサイエンス専攻）
生命科学領域

・・・・
・・・・



 学部大学院連携分野横断型教育システム概念図

大学院

博士
後期課程

博士
前期課程

学部

４年

３年

２年

１年

高等学校

学科Ａ 学科Ｂ

学科間コース
入門，概論的授業

自然科学系基礎講義

学科間、学部間副コース
・分野シフトした学生の補完的教育を保証

本学以外の
理数系学生

学生の資質を重視し
た柔軟な入試方法と，
進学後の学部での履
修過程に即した多様
なカリキュラムの策定

大学院入試

大学院

専攻間分野横断型コース
・２，３の分野横断型新領域サブコースで構成
・入試におけるコース選択の柔軟化
・分野シフトした学生の学部教育との補完的教育を保証
・学部間との授業・単位の互換性の確保

海外の協定大学
での研修プログラ
ム，研究留学

アチーブメントテストに
よらない学生の資質と
意欲を重視した入試，
連携教育を伴った入試

学部入試

高校生
高大連携教育



確実な専門分野の基礎力確実な専門分野の基礎力

高度な専門分野の力高度な専門分野の力
応用可能な（専門）力応用可能な（専門）力

（使いこなせる専門力）（使いこなせる専門力）

ユニークで、柔軟で、自由な力ユニークで、柔軟で、自由な力

科学技術に根ざした社会における
リベラルアーツ



Girls be ambitious!Girls be ambitious!

（前文）大学の基本的な目標（前文）大学の基本的な目標
お茶の水女子大学は、学ぶ意欲のあるすべての女性お茶の水女子大学は、学ぶ意欲のあるすべての女性
にとって、真摯な夢の実現される場として存在するにとって、真摯な夢の実現される場として存在する。



百聞は一見にしかず百聞は一見にしかず！！



本日のスケジュール本日のスケジュール
77月月2020日日((日日) ) 

1313：：3030～～1313：：50 50 理学部理学部 学部紹介学部紹介 ((大学講堂大学講堂) ) 
1313：：5050～～1414：：00 AO00 AO入試説明会入試説明会 ((大学講堂大学講堂) ) 

（各学科催しに誘導（各学科催しに誘導))
1414：：1010～～1616：：30 30 理学部理学部 各学科催企画各学科催企画

学科紹介学科紹介
模擬授業模擬授業
セミナーセミナー

オープンラボオープンラボ
学科相談室・質問コーナー学科相談室・質問コーナー

展示展示



各各
学学
科科
企企
画画
へへ
のの
誘誘
導導

数学科

物理学科化学科

生物学科

情報科学科

ステージ

玄関

玄関
ホール

大學講堂


